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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 

本研究は、SCRIT 法という革新的方法に基づいて短寿命不安定核の電荷密度分布を世界に先駆けて測

定しようというものである。本計画の初年度末の平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災のために、

散乱電子測定用の電磁石製作に遅れが出たが、平成 24 年度末にはほぼ当初の予定を取り戻した。これ

までに、SCRIT 装置に安定核を捕獲する場合には十分なルミノシティを得たことや、ウラン標的への電

子ビーム照射により不安定核 132Sn の生成・同定に成功するなど、最終目標の短寿命不安定核の電荷密

度分布測定に向けた重要なマイルストーンを達成している。 
しかし、遅れの影響からか、これらの成果が専門の査読付き雑誌に十分発表されておらず、装置開発

の技術的な成果についても順次正規の論文として発表しておくことが望まれる。 

検証結果   当初目標に対し、概ね期待どおりの成果があったが、一部十分ではなかった。 
具体的には、SCRIT 電子散乱実験装置を開発し、１０7個のキセノン１３２イオンを標

的とした電子散乱実験を行うことに成功した。これにより、従来手法よりも１０桁少ない

標的個数で原子核の荷電密度分布の測定が可能であることが示された。 
しかし、当初計画ではこの手法で不安定原子核の荷電密度分布の測定を目指していたの

に対し、現時点ではまだ安定原子核のキセノン１３２の測定が終了したところである。 
キセノン１３２の結果を速やかに論文として公表するとともに、短寿命不安定原子核の

電子散乱測定を推進することが望まれる。 
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